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令和３年度が始まって一か月、子どもたちは新しい学年での学校生活にもだいぶ慣れて

きました。天候に恵まれ過ごしやすい日が多く、休み時間には校庭から元気な声が毎日聞

こえてきます。

４月の保護者会では、本校の教育目標の一つである「自分から進んで学ぶ子」について

お話ししました。入学間もない１年生も、机に向かって興味津々に学習に向かう姿が見ら

れます。国語ではひらがな五十音の学習が始まり、１文字につき１枚のプリントを用いて

丁寧に学習を進めているところです。

この学習で子どもたちに身に付けてほしいことは２つあります。１つはひらがなについ

ての「知識・技能」です。「筆順や文字の整え方、字配り」「文字の使われ方や様々な語

彙」など、国語という教科の「内容」にあたる部分になります。

そしてもう１つは「学び方」です。「手本を見て真似すること」「繰り返し練習すること」

「赤ペンに沿って直すこと」「自分で例文や例語を考えること」など、学習の「方法」を、

子どもたちは４６枚のプリントに取り組む中で経験を通して身に付けていきます。そして

ここで身に付けた学び方は、学年が上がり、学習内容が変わっても、活用・応用できる力

となります。

学校は知識・技能を学ぶ場所であるのはもちろんですが、それ以上にどうやってそれを

獲得するのかという「学び方を学ぶ」場所でもあります。子どもたちは６年間を通して「調

べ方」「話し合い方」「仮説の立て方」「発表の仕方」などの様々な「学び方」を経験しま

す。

社会の変化のスピードは年々加速しており、今の大人が子どもだった頃に存在していな

かった物事に、今の子どもたちは生まれた時から触れています。インターネットやＳＮＳ、

環境保全や新エネルギー、そしてプログラミング教育、ＳＤＧｓの取組……。これからの

時代に求められるのは、新しい事象にも柔軟に向き合い、自分で考え、解決していくため

の「学び方」だと考えます。

子どもたちが広く物事に関心を持ち、進んで学ぶ意欲を引き出せるよう、学校では引き

続き学習活動の工夫に努めてまいります。学校ホームページの校長室日誌などでも様子を

お伝えしていきますので、ぜひご覧ください。

学校ホームページアドレス https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/DAI7HAKETA-E/

緊急事態宣言に伴う行事の変更について
緊急事態宣言発令に伴い、以下の行事が延期になります。

５年清里移動教室､６年下田移動教室・・・２学期に延期（日程未定）

３年遠足 ５月１１日 ⇒ ５月２７日に延期

＊その他につきましては現時点では予定通りです。
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